
学 会 記 事

第53回膠原病研究会

日 時 平成4年6月10日 (演)

午後6時～

場 所 行r二記念館

一 般 演 題

1)SLE 愚老血清中の リボソ--ム構成成分に

対する抗体の臨床的検討
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(新潟大学第二内科)

内海 利男 ｡木南 凌 ( 閣 第-生化学)

E緒言ヨSLEでは,血清中に種々の自己抗体が検出さ

れ 榛成分に対する抗体の他に,細胞質成分,時に, リ

ボソ-ムに対する抗体が検出されることが知られている.

薬按細胞の1)ボソ-ムは,40S小重粒子と 60S太東粒

子から構成される巨大複合体で,約80種類の蛋良質と竣

穫煩の RNA が存在するが,自己抗原となるのは声ご

く限られた成分である.蛋白質成分では,太東粒子の PO,

Ph P2の3穫輝の酸性蛋白質 (以下P蛋白質)と L且29

ならびに中東粒子の SIOが,RNA 成分では,5キロ

ベ-スからなる28SRNA の--サ 所の活性部位,塩基1観4

から2002部位の59塩基領域 ほSS)が自己抗原である

ことが判明している.

【~対象･)]'法】活動期 SIJト二号1岬りを対象として,r十1-

スタンプロッ ト法 と免疫沈降法を用いて,これらの抗体

を測定 した.

【結果】抗l',iJ.･Lts10.持 し12.抗 28S且 それぞ

れ,38,28,2,且5例で陽性であった.なお,他の謬原

病3位例,健常成人15例では,いずれの抗体も検出されな

かった.抗P,抗 SIO,抗 28Sの有無で,腎障害の頻

度に差はなかったが,いずれの抗体も,皮膚症状を認め

た例に出現頻度が高かった.また,器質的精神障害と抗

Pに閑適はなかったが,経過率にいわゆる機能的精神障

害を示した5例全例に,治療前,精神症状発現時と屯に

抗Pが検出され うち3例は抗 28S も陽性であった.

一方,抗 28Sおよび抗 L12陽性例は,全て抗Pが陽

性であった.

監結語】Tjボソ-ム構成成分に対せる抗体は,SLE に

929

時輿的かつ高頻度に検出され,皮膚症状と関連した｡さ

緋こ,抗Pと抗 28Sは,精神症状の指標と考えられた｡

抗 28S抗体は,非特異的に RNA を認識する抗体とは

異なり,抗Pと共存することから,抗 28Sと抗P陽 性

SLE群の存在が明らかになった.

2)慢性関節 リュ-マテ 撒A)に搾った

心筋 炎の 1例

'･ : ･ A :.

症例は朝議の女性.平成丑年より RA として 当料 外

来にて非ステロイド剤を授与されていたが,平成3年凄

月末より関節痛の濃化 380以上の発熱を生じ,6月 1

日当科入院 した.ステロイド剤の投与により,速やかな

解熱,症状の改善をみたた軌 7月16日に-時退院した.

9月にステロイド中止と同時に再び発熱 関節痛を生じ,

10月2日再入院した,炎症反応の陽性化と心電図にて低

電位,陳慣性心筋梗塞様所見 重篤な心室性不整脈 (VT),

UCG にて拡張型心筋症榛所見を認め,心力テを施行し

た.冠動脈遺影は正常であったが,左室のぴまん性の蟹

運動低下,産室心筋生検にて円形細胞浸潤,心筋細胞の

一部脱落が認められ,心筋炎と診断した.臨床経過など

より∴RA による心筋炎と考えられた,ステロイド剤

の再投与により炎症所見は速やかに消退したが,VT は

難治性であった.RA による心筋炎は稀であり,生前

診断された例は非常に少ないため,ここに報告する｡

3)悪性組織球症鞠似像を豊した K卜且
リンパ腫

根 本 啓 一･村EL.j懸 ･
大西 義久 (新潟大学第二病理)

K卜1 リンパ腫は腫癌細胞が K巨且抗原 匿D30)陽

性を示すほか,特異な細胞形態とuソバ節における浸潤

様式を特徴とずる悪性 リンパ鷹である.今回ウ悪性組織

球症 (MH)に極めて額似した臨床像を豊した Ki11リ

ソバ膿の3例を経験 したのでヲその臨床病理像を報告し

た.

症例は69才,65才,64才といずれも高年魯者で,堂例

に発熱 肝牌厳,血球滅丸 肝機能異常を認め声経過中,

高度の叢軌 DIC,肝機能不全,腎不全を塁し,それぞ

れ,3,射 7ケ月の経過で死亡した.
解剖の結果,腰癌細胞浸潤はほぼ全身性にみられリ小

結節性病巣を形成,麹出性病変,組織壊死を伴っていた.

また!渡癌細胞は多核巨細胞を混じ多形成を示し --部


